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引用：COUNCIL ON DAIRY CATTLE BREEDING

　次回の 2021 年 4 月以降のサイヤーサマリーでは、ネットメリッ

ト指数に「飼料節減（FSAV）」、「未経産牛生存能力（HLIV）」が

含まれると、乳牛育種協議会（CDCB）より公表されました。

飼料節減（Feed Saved）

　新しい形質である「飼料節減」の遺伝的評価は、個体別の飼

料摂取記録を持つ約 6,300 頭のホルスタイン種の現在のデータ

ベースに基づいています。

　このデータベースは、2010 年に国立食品農業研究所 （NIFA）の助成を受けて収集され、CDCB 

と食品農業研究財団（FFAR）の支援を受けて、全米の複数の機関との共同作業によって現在も継

続しています。

　飼料節減は体重の構成（BWC）と、余剰飼料摂取量（RFI）の組み合わせを予測伝達能力

（PTA）で表します。体重の構成は、体高、強さ、体の深さ、鋭角性、尻の幅を組み合わせたものです。 

相対的に負の重み付けでネットメリット指数に含まれており、数値が低ければより生産効率の良い

牛を表します。

　余剰飼料摂取量とは、産乳能力、大きさ

（サイズ）、体重の変化などの要因を考慮し

た上で、牛の実際の飼料摂取量と期待さ

れる飼料摂取量の差を意味します。 

飼料節減の形質は、牛の期待される飼料

効率を示す単一値となります。

　飼料節減は、産次ごとに節減された飼料

の期待値をポンド数として表現され、正の

値が大きいほど飼料効率が高い牛であるこ

とを示します。 2000 年以降生まれの種雄牛

のネットメリットの信頼性は 90% を超えて

おりますが、飼料節減のゲノム予測伝達能

力（GPTA）の信頼度の平均は 43% となっ

ており、範囲は -605 から +409 ポンドです。

 

 

未経産牛生存能力（Heifer Livability）
 

　未経産牛生存能力は、ホルスタインとジャージーの新しい

個々の形質となります。 未経産牛生存能力の遺伝的評価で

は、CDCB が 管 理 す る National Cooperators Database （全

国協同組合データベース）の中から、2009 年から 2017 年

までに出生した全品種 390 万頭の未経産牛のと畜コードを使

用しています。同世代の生存状況を分娩日まで確認できるよ

うになっておりますが、2018 年～ 2020 年生まれの未経産牛は分母が少ない為、この 3 年間の記

録は除外されています。そのうち、牛群で報告された死亡頭数は 155,000 頭 （4%）でした。つまり、

調査期間中の対象牛データとして 96% が生存していたことになります。評価は生後 2 日から未経

産牛が牛群を離れるまで、または最大 18 ヵ月までの死亡に基づいています。死産と生後 2 日以内

に観察された死亡は、死産率の評価に含まれているため除外しています。

 　未経産牛生存能力は、未経産牛が 18 カ月齢まで生きているかどうかの遺伝的な能力、あるい

は確率を示します。未経産牛生存能力の PTA は、死亡率の差をパーセンテージポイントで表現し

ており、プラスの数値が好ましいとされています。平均生存能力が 96% で、PTA が＋1.0 の種雄

牛の場合、その娘 牛の 97% が生存していると予想されます。PTA が -1.0 の種雄牛の場合は、娘

牛の 95% が生存している ことが予想されます。 品種や種雄牛の違いにより、未経産牛生存能力に

は小さな遺伝的要素（0.4% の遺伝率）が存在 することが確認されました。ホルスタインの未経産

牛生存能力の GPTA は、-0.6% から +1.6% の範囲で、標準偏差は 0.5% でした。ジャージーの 

GPTA は、-0.5% から +0.5% の範囲で、標準偏差は 0.2% でした。ゲノム検査を用いた若齢牛の

信頼度は、ホルスタインで平均 46%、 ジャージーで平均 30% だったのに対し、従来の両親の育種

価の平均（PA：ペアレントアベレージ）の信頼度は、それぞれ 16% と 12% でした。このことは、

ゲノム検査の多大な価値を改めて示しています。形質の遺伝率が低い場合でも、得られるゲノム

の精度は通常中程度であり、より多くの子牛の記録が得られるようになれば、今後も改善されてい

くでしょう。 

例　同一牛群の健康な経産牛 6 頭の場合
        （生産量は同じとする）

牛 B は 1 日に 2 ポンド（約 0.9kg）多く摂取。牛と牛
F は 1 日に 2 ポンド少なく摂取。牛 F は最も効率的で、
泌乳期あたりの飼料量を 886 ポンド（約 402kg）節
約できる。

Cow FCow ECow DCow CCow BCow A

1,4301,4301,5701,500体重（Ib） 1,5001,500

-2.0-2.0+2.00体重の構成 00

25,00025,00025,00025,000
脂肪、補正乳量

（lb/ 泌乳期） 25,00025,000

17,72417,72418,27618,000
推定乾物摂取量

（lb/ 泌乳期） 18,00018,000

17,11417,72418,27617,390
実際の乾物摂取
量（lb/ 泌乳期） 18,61018,000

+886+276-276+610
飼料節量

（lb/ 泌乳期）

泌乳期あたりの飼料量の減少
886 ポンドの飼料節減

-6100

+61000+610
余剰飼料摂取量

（lb/ 泌乳期） -6100

2020 年 12 月サイヤーサマリー

～ 新しい形質の紹介（予報） ～
2020 年 12 月サイヤーサマリー

～ 新しい形質の紹介（予報） ～

この形質のベースライン０＝96％の意味は、生後 3 日
から 18 カ月齢までの娘牛が 96％生存していることを
示す。
　

（例）バーリー（29HO18225）:　HLIV +1.3
　
バ ー リ ー の 生 後 3 日 か ら 18 カ 月 齢 ま で の 娘 牛 が
97.3% 生存していることを示す。また、米国平均の
96％より 1.3% より高いことを示す。
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